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　去る10月29日、ホテルライフォート札幌を会場

に第60回北海道中学校理科教育研究会札幌大会が

行われました。道中理会員の皆様、御参会の皆様

のお陰で大会が無事終了致しました。まだまだ、

感染症の猛威は衰えず従前のような研究大会はで

きませんが、３年ぶりに会同を基本とした大会が

実施でき、たくさんの皆様と交流を深めることが

できました。今大会が実りある大会になりました

のも、北海道教育大学、北海道教育委員会、札幌

市教育委員会、北海道大学総合博物館、関係諸団

体、各方面よりの御支援のお陰であり、参会の皆

様の理科教育への熱意の現れであったと考えてお

ります。道中理札幌大会への御参加、御協力、心

より感謝申し上げます。

　今大会では、学校を会場にしてたくさんの参加

者に授業を公開することはまだ難しいと判断し、

事前に記録した授業映像を視聴しながら議論いた

だく形式の授業分科会を実施しました。直接、子

どもたちの姿や表情を見ていただけないデメリッ

トはあるものの、数時間分の授業のダイジェスト

をまとめて見ていただけたことや、映像を編集し

たことによって授業内容の焦点化ができたこと、

画像内のキャプションによる補足説明が授業内容

の理解に効果的であったことなど、好評価をいた

だきました。各分科会や研究発表においては、そ

の討議の中で「自然と人間との調和」を目指すた

めの実践の案や個別最適な学びへの手立てなど幅

広く議論いただきました。今後の道中理の研究に

生かしていきたいと考えています。また、公開授

業や研究発表での当日資料を PDF などのデジタ

ルデータで提供する試みを行いました。QR コー

ドを読み込んでいただき資料を閲覧いただきまし

た。近年、研究会や学会等でもこの方法が用いら

れることが多くなりましたが、道中理の研究大会

として活用しやすいのかどうかも今後検証してい

きたいと考えています。

　今大会は、現研究主題、「自然と人間との調和

をめざし、未来を創造する力を育む理科教育」の

９カ年研究のまとめにつなげる大会でありました。

現研究主題の下でのこの８年間、旭川、函館、釧

路にての研究大会を２度ずつ、そして平成29年に

は全中理北海道大会を行い、道中理の実践研究を

全道、全国へ発信して参りました。いずれの大会

でも、素晴らしい実践が発表され、様々な成果が

得られました。今後は、今大会および、これまで

の研究実践の内容を整理し、９カ年の研究のまと

めを行い、自ら学び続け自らを成長させる、未来

を拓く力を携えた子どもたちを育てたいと考えま

す。

　令和５年度からは、新しい研究主題のもとでの

研究となります。また、令和８年度には、全中理

北海道大会が控えています。今後とも北海道中学

校理科教育研究会の研究が我々理科教師の資質・

能力の向上につながり、そして、目の前の子ども

たちの資質・能力の育みにつながるものとなりま

すよう本会の活動に御理解、御協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

（札幌市立西岡北中学校長）

令和４（2022）年12月22日
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第60回 北海道中学校理科教育研究会 札幌大会

大 会 主 題　　「自然と人間との調和をめざし、未来を創造する力を育む理科教育」

大会副主題　　「知的好奇心をはたらかせ、自然との調和を志向する理科学習」

【開  催  期  日】　　令和４年10月29日　　

【開  催  会  場】　　ホテルライフォート札幌

　北海道中学校理科教育研究会では、平成26年度

より９か年の研究を進めてきた。

　現在、生徒たちの自然体験、実体験が不足して

いるため、自分自身が自然の中に位置し、自然の

一部であることを認識できていない傾向にある。

この課題を解決するためには、子どもたちが授業

の中で学んだ内容を身近な生活の中に見いだし、

学んだ内容を自然の事象に重ね合わせて、自然の

理解や自然を総合的に捉えることにつなげること

が必要となる。「自然と人間との調和をめざす」

とは、生徒たちが自然と人間との関わりを捉え、

人間も自然の一部であることを認識し、ともに永

続的に存在できることを志向していくことを表し

ている。自然とその一部である人間が、互いに関

わり合いながら、よりよく発展的に存在できる未

来を志向、創造できることを願っている。

　「未来を創造する力」とは、様々な情報を分析

し組み合わせて問題を解決し、新しい価値を生み

出すことに機能する力であり、具体的には次の４

つの力で表される。一つ目は「問題を見いだし、

課題や仮説を設定する力」である。ここでいう問

題は、自然の事物・現象に対し、疑問をもつこと

から生まれる。そして、見いだした問題とこれま

で獲得してきた知識を結び付けて、主体的に課題

や仮説を設定しようとする姿である。二つ目は「情

報を収集し整理する力」である。様々な情報の中

から必要なものを取捨選択し、事象の解釈や課題

の解決に適用することである。これには情報のみ

ならず、課題解決のための手法をも含んでいる。

三つ目は「他者と協働して課題の解決につなげる

力」である。一人では解決が困難な事象や課題に

対して、他者との交流や協働することで課題解決

し、自分なりの解を得ることである。四つ目は「自

らの学びを振り返る力」である。探究の過程で必

要に応じて学習を振り返ったり、新たな視点を

もったりすることで、検証方法を修正したり、新

たな課題や仮説を立てて学びを展開していく力で

ある。

　これまでの８年間の研究の中で、未来を創造す

る力を育むための実践を積み重ねることにより、

課題探究の過程で仮説を設定したり、協働的に課

題を解決したり、自らの学びを振り返り、次の学

びに生かしたりしていくための手立てが明らかに

なった。４つの力を育み、結びつけることで、「様々

な情報を分析し組み合わせて問題を解決するこ

と」に向かうことができてきたと捉えている。

　一方、「自然と人間との調和をめざし」につい

ては、具体的な実践を行うことやそのような態度

が身についたかを検証することが難しく、課題と

なってきた。研究主題には、「自然との関わりを

大切にしながら、実体験により感性が高まり、知

的好奇心がゆさぶられる授業構築を行うことが前

提となる。」とあるが、この知的好奇心がゆさぶ

られる授業構築について、さらに研究を深めてい

くことが「自然と人間との調和をめざす」ことに

つながるのではないかと考えた。

　そこで、札幌大会では副主題を「知的好奇心を

はたらかせ、自然との調和を志向する理科学習」

とした。自然と人間との調和をめざしていく生徒

を育んでいくためには、自然現象や自然事象の不

思議さ、既習の知識や先入観とのズレから疑問を

もち、その疑問を解決しようと探究へ向かい、試

行錯誤して得た学びを自然の中で適応させていく

ことが必要である。最終年次では、道中理として

知的好奇心を「自然事象への興味や疑問を、自ら

の探究につなげ、学びを深めようとする意識」と

定義して研究を進めていく。授業においては、自

然事象に対する興味や疑問を喚起するだけではな

く、自らの探究へとつなげ、学びを深めようとす

る知的好奇心にまで高め、探究の過程で知的好奇

心をはたらかせ続けることで、新たな自然事象の

探究へとつなげていきたいと考える。



－ 3－

【授業概要】

　本実践では、「課題解決まで、生徒一人一人が

課題を自分事として捉え、納得解をもつことがで

きる授業展開」と、「自分の考えをもったり、そ

れを安心して表現したりでき、お互いの考えを大

切にしながら科学的な根拠に基づいた多様な考え

に価値を見いだすことができる学習」に重点を置

くことで、「未来を創造する力」のうち、特に「他

者と協働して課題の解決につなげる力」を育むこ

とを目指した。さらに、「学習内容や探究の成果、

自身の気付きと自然とのつながりを意識すること

ができる授業展開や単元構成」と、「探究し、得

た学びや気付きを次の学びや他の自然事象に適応

させていく学びのサイクル」を重視して、実践を

積み重ねることで、生徒が「知的好奇心」を継続

してはたらかせ、「自然との調和を志向する生徒」

を養うことを目的とした。

　授業実践は、「身の回りの物質」の「ア　物質

のすがた」、「イ　水溶液」で行い、水に物質をと

かしたときのようすを、実験、観察から粒子のよ

うすを考える授業と、２種類の物質の混合物を、

物質による溶解度の違いから、どちらかの物質の

溶解度の差を利用できることに生徒自身が気付き、

検証する授業を動画で公開した。

　どちらの授業も「互いの多様な考えに価値を見

いだし、科学的に練り上げ、納得解を得る展開」

を行い、生徒はＹチャートを用いることで、生徒

一人一人が自分の考えをもち、科学的な根拠を

もって論理的に考察を練り上げることができてい

た。

　また、実践前はあまり自分の考えをもって、交

流することができていなかった生徒についても、

自分なりの考えをもち、グループで交流する姿が

見られ、「他者と協働して課題の解決につなげる

力」を育むことにつながった。

　さらに、仮説の設定から考察に至るまで、これ

までの学びで見いだした事実を積み上げ、次の学

びに生かす「事実シート」を用いて活動すること

で、さまざまな交流の場面で、生徒同士が同じ事

柄を事実として捉え、議論を積み上げたり、何を

検証にすべきかを生徒自身が明確に認識できたり

する姿が見られ、「知的好奇心」をはたらかせ続

けて、課題解決に向かうことができた。

【授業分科会】

　授業分科会では、「他者と協働することに価値

を見いだし、課題解決に向けて科学的に議論する

力を育む授業のあり方 」と「『知的好奇心』をは

たらかせ、自然との調和を志向する生徒を育む授

業のあり方」を柱に討議が行われた。

　動画で公開した授業については、授業で用いた

題材や手立てに関する質問や意見をいただいた。

特に「子どもが納得解」を得た姿や、「学んだこ

とを他の自然事象に適応させていく」生徒の姿に

ついて、具体的にはどのような姿を想定したのか

などの意見は自然との調和を志向することや、生

徒の見取りのあり方について深める内容であった。

また、「事実シート」が端末を用いていたことも

あり、ICT 機器の使用についても話が広がった。

【助言】

　北海道教育庁宗谷教育局義務教育指導班主査　

中山　智洋先生からは、単元計画を立てる際に具

体的に生徒の姿を想定することが適切な評価につ

ながるなど、指導と評価の一体化についてのご助

言をいただいた。本実践では、生徒が探究のサイ

クルの中で主体的に学んでいたこと、そのような

姿に至ったのは、Ｙチャートや「事実シート」が

効果的に機能していたこと、何より教員と生徒の

対話が生徒をうまく導き、生徒が学びを深めるこ

とにつながっていたことを評価していただいた。

また、Y チャートは、自己の考えを表出するだけ

でなく、工夫をすることで学んだ実感を得られる

ようにするなど、さらに発展し学びに有効にはた

らく可

能性を

もつこ

ともご

示唆い

ただい

た。

授業者：仲鉢　大地　教諭
（北海道教育大学附属札幌中学校）

責任者：室永　瑞貴　教諭
（札幌市立東白石中学校）　　　　

第１学年分科会
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【授業概要】

　２学年「気象とその変化」の単元において、観

察・実験からのアプローチにより、主題・副主題

に迫った。２つの題材に関する授業が公開された。

⑴風はどのような仕組みでふくのだろうか

　教室にふく風はどのような仕組みでふくのかと

いう素朴な疑問をもとにしながら、仮説を立てて

検証を行った。生徒は外と廊下の気象要素が異な

るためではないかと推測し、micro:bit を用いて

観測を行った。micro:bit で得られた情報から、

気圧や気温が関係しているのではないかと仮説を

立て、簡易真空容器を用いた実験方法を立案し、

追究を行った。風は気圧が高いところから低いと

ころに向かってふくことを見いだすことができた。

⑵気象による恵みと災害

　昨年度に生徒が回答した「大雪アンケート」を

振り返りながら、「この先札幌市民はどのように

雪と関わっていけばよいか」を学習課題として、

未来を創造する場面を設定した。

　雪をとかして水道水として使用する、夏まで保

存しておいて冷房として利用するなどの考えが出

され、科学的に実現可能なものかどうか班で話し

合った後、学級全体で交流を行った。生徒からは、

発電などのエネルギーに関することや、他領域と

関連付けた考察が見られた。

　本実践を通して、自然との調和を志向する姿や、

知的好奇心の深まりを促すことができた。アン

ケートからは、「問題を見いだし、課題や仮説を

設定する力」に関する項目が大きく上昇した。「自

らの学びを振り返る力」については、アンケート

からは変化が見られなかったことから、今後の研

究が必要である。

【授業分科会】

・真空容器を用いたモデル実験装置は子どもの発

想から生まれたものか？教師が与えたもの

か？

→教師が準備したものにはなるが、生徒のやりた

い実験になるよう工夫している。本実践では「気

圧差によって風が生じるのではないか？」とい

う疑問から「気圧差をつくるには真空容器が使

えるのではないか？」という流れで進んだた

め、生徒がやりたい実験になっていた。

・次時につながる疑問が出てこなかったときやカ

リキュラムから逸れてしまう疑問が出てきたと

きにどう扱うか？

→前時に記述された疑問を取り上げて課題として

共有していくことが理想だが、数時間前の疑問

について取り上げることもある。「こんな疑問

がでてきたけどどう思う？」と授業の中で取り

上げていくようにしている。また、「授業に使

うための疑問」という押さえにはなっていない。

【助言】

　札幌市教育委員会　寺田　晋哉指導主事より、

ご助言をいただいた。

・研究副主題との関わりにおいて、「雪と共生し

ていくにはどうしたらよいか？」という課題が

内在化され、自分事で考えていく授業デザイン

が素晴らしかった。また、アンケートによる量

的な要素だけでなく、振り返りの記述から質的

な要素に着目して検証している点も大切なこと

である。

・micro:bit による検証方法に提案性があり、定

点観測や小中一貫した教育という視点でも価値

のある教材である。簡易真空装置を用いてモデ

ルで検証することができる教材が準備されてい

て、データによる検証を通して自然に働きかけ

ていく姿が引き出されていた。

・自分の考えたアイディアに手を一生懸命動かし

ながら「伝えたい」という姿勢が表れていた。

このように、子どもの「〇〇したい。」という

思いを引き出すことが、知的好奇心を育む授業

のポイントである。このような学習にするため

には、教師がねらいをもって「子どもを信じる、

任せる」とい

う 子 ど も 観、

授業観が必要

になる。

授業者：坂本　拓麻　教諭
（札幌市立白石中学校）

責任者：芳賀　大二郎　教諭
（札幌市立明園中学校）

第２学年分科会
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【授業概要】

　本研究での目指す生徒像を「自ら主体的に学び

を推し進めていく生徒」とし、「未来を創造する力」

のうち、「問題を見いだし、課題や仮説を設定す

る力」を育むことを重視し、学習活動や学習形態

の工夫からのアプローチを化学変化とイオンの単

元で実践することとした。

　「一人一実験」の学習形態を本単元を貫く学習

活動として位置付け研究を進めた。一人一実験と

することにより、一人一人の体験活動に責任と自

覚が生まれ、観察、実験と自分の学びをシームレ

スにつなげることができる。その結果として、探

究の過程における思考の深まりが図られ、生徒が

自らの学びの状況を把握し、主体的に学びを調整

する姿に迫ってくると考えた。

　まず前時までに実践した一人一実験の様子の動

画をダイジェストで公開し、続けて本時の様子を

視聴した。本時は、宮城県に実在する、強い酸性

を示す潟沼の水を授業の導入で用いて、酸性の水

をどうしたらよいかを考えることから始まった。

そして、ワークシートの「どうする」「どうなる」

という考えを焦点化する項目に、記入することを

通して、真に解決すべき学習課題を見いだし、そ

の課題を解決するため、一人一実験を行った。

　本時の実践で

は、生徒一人一

人が主体的に探

究する姿が見ら

れ、学びに責任

をもっている姿

であると感じた。また、個の学びを進める中で、

探究に必要な情報を得たり自分の考えを確かめた

りするため、自然発生的に他者との交流が生まれ

る場面が見られた。このように「なぜだろう、お

かしいな」と感じるような知覚的好奇心から、「深

く知りたい、どうなっているか理解したい」と感

じるような認識的好奇心へ変容し、自ら探究を推

し進めていくような展開を構築することにより、

自然の問題を自らの問題として捉え、解決に向け

て主体的に関わろうとする姿勢が育まれたと考え

られる。

【授業分科会】

　「問題を見いだし、課題や仮説を設定する力を

育む授業のあり方」と「『知的好奇心』をはたら

かせ、自然との調和を志向する生徒を育む授業の

あり方」を柱に討議を行った。

　授業に関して、学習案に載っている学習課題と

生徒が設定した学習課題に違いがあること、課題

解決の姿に関する質問があった。授業者から、「自

然にどう関わっていくのかを考える時間を通して、

真の学習課題を見いだすようなアプローチとし

た」と回答があり、更に、目的、学習課題、課題

解決の姿、目的に対する解決の姿という流れにつ

いて議論が広がった。

　一人一実験に関する質問があり、「メリット、

デメリット」「実験を作業にしない」「必然性を感

じる」「子どもたち自身が一実験を選択していけ

るようになればよい」など、議論が深まった。

　授業者から一人一実験と知的好奇心との関わり

について、始めは作業的な実験だったが、次第に

「自らやりたい」というような前向きな姿勢が見

られるようになったと話があった。その後の討議

で、「生徒を学びの主体者にしたい」「生徒には『探

究の主人公になる』『自分で知りたい』と思って

ほしい」など、意見交流が行われた。

【助言】

　北海道教育庁義務教育課、柳沼　慶祐主任指導

主事から、一人一実験を通して身をもって体験す

ることが大事である。そのために卵パックを用い

るなど教材の工夫には感心した。また、ICT に

ついて授業を充実させるための道具として効果的

に活用していたと評価があった。また、研究授業

は「研究のための授業」になってしまったり、「自

然との調和」という言葉に引っ張られてしまうと、

学習課題が目的になってしまったり、本来目指し

ているものとずれてしまうことがある。３年間の

粒子の単元の最後に何ができるようになっていて

ほしいのか、今までの学びをどう生かすのかを明

確にできるとよいと思う。探究の過程全体を生徒

が主体的に遂行できるようにすることが今後の課

題であると助言をいただいた。

授業者：平林　拓磨　教諭
（札幌市立あいの里東中学校）

責任者：野田　瑞木　教諭
（札幌市立元町中学校）　　　

第３学年分科会
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地区別研究発表会（中学校）

　旭川市教育研究会理科部では、令和元年度より

研究主題を「質の高い学びをデザインし、科学的

に探究する力を育てる理科学習」として研究を推

進してきた。「質の高い学び」を理科における主

体的・対話的で深い学びを実現することと押さえ、

生徒が自然の事物・現象に進んで関わり、「理科

の見方・考え方」を働かせ、見通しをもって観察、

実験を行い、自然の事物・現象を科学的に探究す

るために必要な資質・能力を育成してきた。今年

度からは研究主題を「自ら問い続け、科学的に探

究する力を育てる理科学習」とした。生徒の知的

好奇心が刺激され、「なぜだろう？」という疑問

を解決するために、課題を明確にしながら他者と

協働し、見通しをもって主体的に学習する姿を「自

ら問い続ける生徒」と考え、３つのブロックによ

る授業実践を通して、研究を推進した。現段階で

の成果として次のことが挙げられる。

○自ら問い続ける生徒の姿のゴールをイメージす

ることで、教師側のデザインとして様々な手立

てを考案することができた。

○生徒に自ら問い続けさせるために、身近にある

適切な学習材を用いることで、生徒は様々な思

考を働かせ、新たな問いを見いだすことができ

た。

　「学びの過程」とは、函館市中学校理科教育研

究会で定義して使用している用語で、生徒にとっ

ての探究の過程（課題の把握→課題の探究→課題

の解決）とその学習をデザインするために教師に

必要とされる事項の両方を含有している。本実践

では、生徒が中学校理科での学習内容と日常生活

との関連を密接に感じ、積極的に既習事項を活用

しようとする態度を育成しようと試みた。具体的

な内容として、⑴指導と評価の一体化のための学

習計画・評価計画の作成、⑵学習課題の解決を見

通すワークシートの作成を行った。ワークシート

作成においては、学習内容と学習評価の関連がわ

かることや生徒の自己評価を学習評価に活用でき

るような設問を準備する等の工夫を行った。本実

践の成果として、どのような見方・考え方を生徒

に活用させ、本時の学習を通して、どのような資

質・能力を育むのかが明確になった。

　釧路中学校理科教育研究会では、学ぶ内容を与

えられるのを待つのではなく、自ら疑問を発見し

解決に向かおうとする姿を育むため、「自然との

共存・共生を目指し、学びに向かう力を育成する

理科教育」を研究主題に据え、実践を行っている。

生徒が感じた自然事象への疑問や感動を、生徒の

言葉で学習課題へと生かすことにより、「知りた

い」「分かりたい」という学習意欲が自然と喚起

され、自らの意思で学びに向かい、課題を解決し

ていくことを期待している。そして、今年度は次

の２点を具体的な手立てとして実践を行った。

【手立て１】解決したいと思える課題とするため

の事象の提示や発問の工夫

【手立て２】自ら学びへと向かうことができる一

助となるまとめや振り返りの工夫

　今年度の実践を通して、「考察の妥当性を高め

るために、実験計画を検討して改善すること」や

「探究の方法について検討し、探究の過程の見通

しをもつこと」などに課題が見られることがわ

かった。

◆旭川地区研究発表◆
自ら問い続け、科学的に探究する力を

育てる理科学習

旭川市立神楽中学校　鎌田　康裕　教諭

◆釧路地区研究発表◆
自然との共存・共生を目指し、

学びに向かう力を育成する理科教育

釧路町立遠矢中学校　岩岬　輝明　教諭

◆函館地区研究発表◆
「学びの過程」を通して、資質・能力を

系統的に育む理科学習

北海道教育大学附属函館中学校

坂見　明　教諭
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●ナショナルジオグラフィック財団の委員時、世

界中の研究者から「私の国の動植物が絶滅しそう。

助けてください。」という助成金申請がどんどん

送られてきた。世界中の国を先進国と言われる生

活レベルまで持ち上げた場合、地球は３つ必要と

言われている。これが2050年になると、人口増加

により地球が７つ必要だと言われている。

●恐竜の絶滅を考えることは、人間の絶滅につい

て考えることと繋がっている。種の絶滅について

考えた場合、人間は100％絶滅する。

●多様性には２つある。種の多様性と形の多様性

（異質性）で、恐竜はどちらも非常に高い。ステ

ゴサウルスの背中の板のように、そこにはそれな

りのコストやリスクがあるが、なぜ恐竜がそうい

う質性を追求したのかを考えると、１つは生命を

維持するため、もう１つは自分の遺伝子を残す（性

選択）ためである。

●恐竜は２億3000万年前に地球に現れ、6600万年

前に隕石の衝突でいなくなったと言われているが、

まだ生きている。（教科書でいうところの）は虫

類の分類の中に恐竜があり、恐竜の分類の中に鳥

類がある。そうすると、鳥類は、は虫類になる。

また、鶏の目玉焼きを食べるということは、恐竜

の卵を食べることになる。実は分岐分類学という

学問でいうと、魚類、両生類、は虫類という言葉

はない。文科省の教科書検定の時にその部分を指

摘した際には、「段階を追って・・・」と言われた。

子どもたちにもよく講演をするが、子どもたちに

は「テストの時には先生に教わった通りに答えな

さい」と言っている。

●恐竜は昔生きていた大きな動物という認識で

あったのが、恐竜の研究をすることで、は虫類か

ら鳥類への進化過程を解明することになった。重

力に逆らって空を飛ぶ大進化の過程が恐竜に残さ

れているということで、恐竜は、昔は子どもたち

の研究対象であったのだが、今は、大人の「科学」

としての研究対象とされ注目されてきている。

●各種恐竜の解説

　１ティラノサウルス（超！肉食恐竜）。２ハド

ロサウルス（「白亜紀の牛」）。３ニッポノサウル

ス（ソフトボール大の卵から２～３年で体長３ｍ

にもなるなど代謝率が高い）。４カムイサウルス・

ジャポニクス（通称「むかわ竜」は日本初の全身

骨格化石、約80％）。５ヤマトサウルス（2004年

に発見）。

●日本は白亜紀後期の海の地層が多く、世界基準

となっている。海の恐竜は６％しか見つかってい

ない。北海道は特に重要視されている。

●恐竜発掘談

　１アラスカ（過酷な環境。グリズリーと遭遇）。

２モンゴル（2017年ＴＶ番組「クレイジージャー

ニー」密着放送）。３ウズベキスタン（国境付近。

地雷、麻薬組織、イスラム過激派、紛争）。人の

行かない所で発掘を行っている。

●恐竜研究から学ぶこと

　今は６回目の絶滅の真っ最中である。しかも絶

滅の速さは通常の12倍。今世紀も同じ速度で行く

と200年で75％も絶滅する。これは生命史上、壊

滅的な、最速、最悪の絶滅との考えがある。問題

は温暖化ではなく、人間の存在。環境が支えるこ

とができる生物の許容量をはるかに超えた状況に

なってしまっている。これは繁栄でなく繁殖であ

る。人間は100％絶滅するが、大切なのは、その

絶滅までの時期を延ばすこと。人間には考える力

と、それを伝える力がある。考える力で技術開発

ができ、伝える力で広げることができる。次世代

以降の子どもたちが幸せに過ごせるようにしてい

かなくてはならない。人間が絶滅する時期を遅ら

せること。それが、恐竜が語ってくれることであ

る。

学術講演
「恐竜研究最前線～ティラノサウルス、カムイサウルスそしてヤマトサウルス　
恐竜時代最末期の世界～」 北海道大学総合博物館教授　小林　快次　氏



－ 8－

●第60回道中札幌大会を去る10月29日㈯、ホテル
ライフォート札幌への参集を基本にしながら
Web を組み合わせて開催いたしました。
　大会主題は、道中理の研究主題である「自然と
人間との調和をめざし、未来を創造する力を育む
理科教育」、副主題は「知的好奇心をはたらかせ、
自然との調和を志向する理科学習」とし、授業公
開と各学年の部会、さらに研究発表と学術講演が
行われました。
　１学年分科会の授業者は、北海道教育大学附属
札幌中学校　仲鉢　大地教諭。２学年分科会の授
業者は、札幌市立白石中学校　坂本　拓麻教諭。
３学年分科会の授業者は、札幌市立あいの里東中
学校　平林　拓磨教諭でした。本大会では、感染
予防対策として、授業の映像を編集したものを確
認しながら活発な討議が進められました。
　研究発表は、旭川地区から、旭川市立神楽中学
校　鎌田　康裕教諭。函館地区から、北海道教育

大学附属函館中学校　坂見　明教諭。釧路地区か
ら、釧路町立遠矢中学校　岩岬　輝明教諭の３名
が行いました。
　学術講演は、北海道大学総合博物館教授　小林
快次氏から「恐竜研究最前線～ティラノサウルス、
カムイサウルスそしてヤマトサウルス　恐竜時代
最末期の世界～」と題して発掘の秘話を拝聴しま
した。
　全道各地から Web による参加を加えて150名
を超える参加をいただき、情報交換をすることが
でき有意義な大会となりました。
●今年度の冬季研修会は、令和５年１月11日㈬に
ホテルライフォート札幌で開催します。道中理札
幌大会を振り返り、今年度の研究の成果と課題を
明確にし、次年度の旭川大会につなげていく研修
会にいたします。また、次期研究主題についても
提案します。
　多数のご参加をお待ちしております。
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